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Although poly(N-vinylcarbazole) has been known as a photoconductive polymer, hole 

trapping sites exist in this polymer. We have synthesized carbazolophane-based polymers, 

which are composed of dimer moiety alone, to develop novel polymers with no trapping site. 

In this study, we carried out radical polymerization of [3.3](3,9)carbazolophane-acrylate 33 

(R=H) and obtained P33 (R=H) in good conversion rate. Structure and photophysical 

properties of P33 (R=H) will be discussed. 
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ポリ(N-ビニルカルバゾール) (PVCz) はホール輸送材料として利用されてきたが、

PVCz中にはホールのトラップ部位が存在することが指摘されている。当研究室では

これを改善するために、ホール移動を阻害するトラップサイトが存在しない二量体構

造のみから成るカルバゾロファン誘導体のポリマー化を行っている。以前、[3.3]系の

メタクリルポリマーである P33 (R=Me) は合成されたものの、環化収率が低いために

大量合成は出来ていなかった。最近、[3.3]系より環化収率の高い[3.4]系カルバゾロフ

ァンにおいてアクリルエステル体が大量合成に適していることがわかったため、今回、

[3.3]系のアクリルエステル体 33 (R=H) のラジカル重合を行った。 

 

[3.4]系における最適ポリマー条件で 33 (R=H) のラジカル重合を行ったところ、ポ

リマー化が進行し、数平均分子量が約 8000 のポリマーが高い転化率(93%)で得られた。

精製ポリマーの 1
H NMR において、H1 と H2 が高磁場領域に現れたことから、部分

重なり型の構造が保たれていることを確認した。また、33 (R=H) と比べて P33 (R=H) 

のカルバゾール環水素の化学シフトは約 0.2 ppm高磁場シフトしていることから側鎖

のカルバゾロファン部位がらせん状に積み重なっていることが示唆された。現在、光

学活性な 33 (R=H) のラジカル重合を検討中であり、この結果についても報告する。 
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